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空知の特色 

○ 位置 

空知は、北海道の中央部よりやや西方に位

置し、東西約 70km、南北約 130km に及ぶ広大

な内陸地帯で、中央を石狩川が縦走し、南西部

にかけて豊かな石狩平野が広がっています。

日本海側気候に属するため、冬季は降雪量、積

雪量ともに多く、道内屈指の豪雪地帯として

知られています。 

10 市 14 町で構成されており、総面積は約

5,791km2と全道の約７％を占め、石狩・胆振・

上川・留萌の各総合振興局・振興局と境界を接し

ています。 

札幌圏と旭川圏の間に位置することから、そ

のいずれからも気軽に訪れることのできる観光

圏です。 

 

○ 農業の概要 

豊かな水資源と広大な農地を活用し、全道一

の作付けを誇る稲作を主体にして、小麦・大豆な

ど土地利用型の畑作や野菜・花きなどの園芸を

取り入れた多様な農業が展開されており、農業

産出額ベースでは米の割合が最も高く、次いで

野菜、畜産となっています。 

 

○ 家畜の飼養戸数・頭羽数（令和６年２月１日時点） 

 空知管内 北海道 

戸数 頭羽数 
頭羽数割合 

（％） 
戸数 頭羽数 

乳用牛 57 5,718 0.6 5,197 886,216 

肉用牛 101 11,331 2.1 2,185 532,365 

馬 44 320 0.9 1,664 35,408 

豚 14 29,069 4.0 283 721,003 

鶏 68 299,832 2.3 668 13,236,707 

めん羊 17 1,987 14.1 220 14,106 

山羊 18 67 4.2 257 1,582 



管轄区域 

○ 空知管内一円１０市１４町 

岩見沢市 砂川市 深川市 滝川市 赤平市 歌志内市 

芦別市 美唄市 三笠市 夕張市 由仁町 長沼町 

南幌町 栗山町 月形町 浦臼町 新十津川町 雨竜町 

北竜町 沼田町 秩父別町 妹背牛町 上砂川町 奈井江町 

 

沿 革 

昭和２５年１１月 家畜保健衛生所法（昭和 25 年法律第 12 号）施行により岩見沢市

に北海道空知家畜保健衛生所を設置 

昭和２７年 ４月 北海道空知家畜保健衛生所を廃止し、空知管内に北海道岩見沢、

滝川、深川、栗山家畜保健衛生所を設置 

昭和４２年 ４月 岩見沢、滝川、深川、栗山家畜保健衛生所を廃止し、岩見沢市に

北海道空知家畜保健衛生所に統合 

昭和５７年 ５月 主査（動物薬事）の職を設置 

昭和５９年１０月 現在地に庁舎移転 

平成１２年 ４月 主査（安全指導）の職を設置 

平成２４年 ４月 主査（危機管理）の職を設置 

主査（動物薬事）と主査（安全指導）を統合 

平成１６年 ４月 南幌町に BSE 検査室を設置 

令和 ８年 ３月 BSE 検査室を廃止 

 

組 織 
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所長 
 

次長 
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予防課長 

 
獣医師 ２名 

      

       
主査（危機管理） 

       



業務の概要 

１ 家畜伝染病防疫業務 

○ 家畜の伝染性疾病の発生の予防 

・家畜伝染病予防法に基づき、牛のヨーネ病、高(低)病原性鳥インフルエンザ、蜜蜂の 

  腐蛆病検査を定期的に実施し、地域的な発生予防及び予察を実施。 

・死亡牛の牛海綿状脳症の検査は、起立不能牛、特定症状牛を対象に実施。 

・上記の検査以外にも、必要に応じ同法に基づく立入検査を実施。 

○ 家畜伝染性疾病のまん延防止 

・家畜伝染病が発生した場合、まん延防止のため、速やかな防疫を実施。 

・届出伝染病についても、地域における適切な防疫を指導。 

○ 飼養衛生管理基準の監視指導 

・家畜伝染病予防法に定める飼養衛生管理基準に基づき、家畜（牛、豚、鶏等）所有者に 

  対し、監視指導を実施。 

○ 輸移入家畜の着地防疫 

・外国や道外からの輸移入家畜に対し、一定期間の隔離を指導するとともに、臨床検査 

  や細密検査を実施。 

○ 自衛防疫推進対策 

・家畜伝染病の防疫演習を実施し、発生時の防疫や役割分担などについて、関係機関及 

  び関係者との連携を確認するなど、危機管理体制の整備に努めている。 

 管内の夏季放牧場 

 



２ 病性鑑定業務 

○ 家畜の伝染性疾病の診断 

・家畜伝染病を疑う疾病や原因不明疾病の発生があった場合、診療獣医師や生産者から 

  の依頼により検査を実施。 

○ 各種疾病の調査 

・各家畜について抗体調査や疾病浸潤状況調査を実施し、疾病コントロールについて、 

  地域で対策が講じられるよう情報提供や衛生管理の指導を実施。 

 

サルモネラ分離株の分子疫学的調査 

３ 家畜衛生技術向上のための業務 

・家畜衛生対策事業により、家畜の生産性を阻害している慢性疾病や人と動物に共通する 

感染症等の調査を行い、飼養管理技術の向上のための技術指導を実施。 

４ 安全・安心な畜産物生産のための業務 

○ 動物用医薬品に関する指導 

・動物用医薬品販売業許可関係事務 

・動物用医薬品の適正使用に関する生産者等への指導のほか、適正な流通・販売を確保 

  するため、薬機法に基づき動物用医薬品販売業者の薬事監視指導並びに家畜診療所の 

  医薬品等監視指導を実施。 

○ 畜産物の安全性確保 

・畜産物安全性確保対策の推進を図るため、生乳や畜産物への抗菌性物質の残留及び食 

  肉中への注射針等の残留防止について啓発及び指導を実施。 

５ 家畜衛生技術に関する研修会等の開催 

・獣医師や畜産関係者を対象として、新たな診断技術や知見に係る情報提供や技術普及を 

目的に、研修会等を開催。 



アクセス 

○ 公共交通機関を利用 

JR 岩見沢駅（岩見沢バスターミナル）からバスで約 20 分 

  中央バス三笠線（系統 22、23）又は岩見沢美唄線（系統 24）に乗車、 

  三笠入口で下車、徒歩６分 

○ 車を利用 

   三笠インターチェンジから約５分 

   新千歳空港から約 60 分 

 

 

 

     

         

 

 

 

 

 

北海道職員 獣医師 
〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 

北海道農政部生産振興局畜産振興課 家畜衛生係 

問い合わせ先 

北海道職員（獣医師）募集中！ 

検 索 

＆ 


